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評

・

紹

介

批
小
野
和
子
著

『
明
季
薫
社
考

l
l東
林
黛
と
復
粧

l
l』問

本

支」

え

明
朝
を
研
究
す
る
際
に
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
問
題
の
ひ
と

つ
に
、
銀
祉
の
歴
史
的
位
置
が
あ
る
。
の
ち
に
清
朝
が
「
前
朝
悪
習
」
と
し

て
、
や
か
ま
し
く
禁
じ
た
終
祉
と
は
、
ど
の
よ
う
な
社
品
目
的
要
請
が
あ
っ
て
生

ま
れ
、
い
か
な
る
理
念
の
も
と
に
活
動
を
進
め
た
の
か
。
ま
た
、
議
祉
の
性
格

や
そ
の
枇
曾
的
影
響
力
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

本
警
は
、
明
季
誕
祉
の
歴
史
を
「
東
林
書
院
・
復
祉
に
結
集
し
た
在
野
の
政

治
運
動
と
関
連
さ
せ
つ
つ
論
じ
よ
う
と
す
る
」
労
作
で
あ
る
。
ア
プ
ロ
ー
チ
の

方
法
と
し
て
著
者
は
、

「
黛
争
の
具
盤
的
な
過
程
の
分
析
を
通
じ
て
こ
の
政
治

運
動
の
も
っ
た
歴
史
的
意
義
を
明
ら
か
に
」
し
、
「
黛
争
史
を
政
治
過
程
の
な

か
に
位
置
づ
け
」
る
こ
と
に
よ
り
、
黛
祉
の
本
質
を
捉
え
よ
う
と
す
る
。
全
九

番早
か
ら
成
る
木
警
に
お
い
て
、
著
者
は
先
ず
官
僚
の
勤
務
評
定
と
も
い
わ
れ
る

考
成
法
を
中
心
に
、
「
張
居
正
と
反
張
居
正
の
政
争
の
焦
結
を
東
林
篤
と
い
う

フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
み
る
」
(
第
一
章
「
東
林
篤
と
張
居
正
」
)
。
第
二
章

「蔦
暦
前
期
の
釣
外
問
題
」
で
は
、
西
迭
を
脅
か
す
蒙
古
や
朝
鮮
を
侵
犯
し
た

日
本
と
の
和
卒
交
渉
を
め
ぐ
る
明
朝
内
部
の
政
争
が
焦
黙
と
な
っ
て
い
る
。

舗
網
く
第
三
章
か
ら
第
六
章
ま
で
は
、
東
林
黛
の
成
立
か
ら
壊
滅
ま
で
を
そ
の

言
論
活
動
か
ら
追
究
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
三
一
章

「
東
林
黛
の
形
成
過
程
」

に

お
い
て
は
蔦
暦
一
帝
の
立
太
子
問
題
、
第
四
一
章

「
東
林
書
院
と
黛
」
で
は
議
皐
と

書
院
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
第
五
章

「
東
林
黛
と
李
三
才
」
で
は
磁
税
問
題
、
第

六
章
「
天
径
の
政
局
」
で
は
関
熊
の
暗
躍
と
東
林
鎌
田
押
盤
、
と
い
っ
た
テ
l
マ

を
中
心
に
、
諸
事
件
を
め
ぐ
る
簸
争
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
く
。
第
七
草
か

ら
第
九
章
ま
で
は
、
古
風
平
復
興
を
掲
げ
て
悶
篤
と
針
決
し
た
復
祉
が
テ
l
マ
で

あ
る
。
第
七
一章

「
復
祉
の
運
動
」
で
は
、
小
東
林
と
呼
ば
れ
た
復
祉
の
成
立
と

理
念
、
さ
ら
に
閥
議
の
ま
き
か
え
し
を
含
む
政
治
情
勢
を
扱
い
、
第
八
章
「
南

京
一
崎
王
政
権
下
の
黛
争
」
に
お
け
る
東
林
汲

・
復
祉
の
敗
北
、
第
九
一
章

「
復
祉

の
人
び
と
と
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
」
で
江
南
各
地
の
反
清
活
動
を
記
述
し
た
後
、
著

者
は
終
章
で
東
林
篤
史
を
六
期
に
分
け
て
要
約
し
て
い
る
。

〆戸、

一、ーノ

-234-

本
書
に
よ
る
と
、
張
居
正
(
一
五
二
五
|
八
二
)
は
一
方
で

「
内
閣
に
権
力

を
集
中
す
る
」
た
め
に
、
考
成
法
(
一
五
七
五
年
、
官
同
暦
元
年
)
を
始
め
と
し

て
、
皐
生
の
政
治
活
動
禁
止
〈
一
五
七
五
〉
、
父
の
喪
に
服
さ
ず
首
輔
の
座
を

保
っ
た
「
奪
情
」
(
一
五
七
七
)
、
書
院
閉
鎖
令
(
一
五
七
八
)
、
泉
田
波
枚
、

課
税
強
化
な
ど
に
よ
っ
て
東
林
黛
文
人
た
ち
の
批
判
を
浴
び
た
が
、
他
方
で
宣

大
徳
督
王山
田
市
古
を
支
持
し
て
蒙
古
ア
ル
タ
ン
と
の
和
卒
交
渉
を
質
現
さ
せ
た

(
一
五
七
一
年
、
隆
閥
単
五
年
〉
。
こ
の
主
崇
古
は
黄
河
流
域
蒲
州
の
王
一
族
に

属
し
、
図
家
財
政
の
一
割
弱
に
の
ぼ
る
通
商
貿
易
に
熱
意
を
示
し
て
い
た
一
扇
一
人

出
身
の
山
西
官
僚
で
あ
っ
た
と
い
う
。
山
西
官
僚
は
大
皐
土
、
山
同
室
田
な
ど
の
要

職
に
就
い
て
お
り
、
な
か
で
も
王
崇
古
の
甥
で
大
祭
士
と
な
っ
た
張
四
維
の

『
傑
麓
堂
集
』
は
、
「
山
西
商
人
に
つ
い
て
の
貴
重
な
文
献
」
で
あ
る
と
小
野

氏
は
述
べ
て
い
る
。

こ
の
隆
慶
和
議
に
つ
い
て
は
、
高
暦
初
め
の
吏
部
向
書
張
翰
が
鋭
く
批
剣
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し
、
蒙
古
の
馬
を
買
う
た
め
に
多
額
の
園
庫
負
猪
並
び
に
民
間
支
出
を
招
き
、

明
朝
財
政
に
不
利
な
不
等
債
交
換
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
講
和
聞
に
北

方
防
備
を
確
立
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
、
蒙
古
へ
の
警
戒
心
を
弛
緩
さ
せ
た
こ

と
を
指
摘
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
後
年
の
明
朝
の
劉
外
政
策
に
生
か
さ
れ
な
か

っ
た
と
著
者
は
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
科
道
官
ら
東
林
関
係
者
た
ち
は
、
一
五

と
う
が

九
O
年
(
蔦
暦
一
八
)
蒙
古
第
三
代
順
義
王
チ
ュ
ル
ゲ
の
明
寧
攻
撃
(
挑
河
の

努
)
に
お
け
る
首
輔
申
時
行
(
一
五
三
五
|
一
六
一
四
)
の
和
議
提
案
、
一
五

九
二
年
に
始
ま
る
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
に
制
到
す
る
明
朝
の
李
朝
支
援
等
に
つ

い
て
、
明
朝
の
劉
外
政
策
は
、
民
衆
か
ら
重
税
を
取
る
傍
ら
で
、
封
貢
を
理
由

に
、
い
ず
れ
も
遺
臣
が
私
腹
を
こ
や
す
結
果
を
招
い
た
だ
け
で
あ
る
と
政
府
を

激
し
く
糾
麹
し
た
。
東
林
波
は
異
民
族
と
の
封
貢
関
係
は
頼
り
に
な
ら
ぬ
か
ら

と
、
「
験
守
」
と
り
わ
け
防
衛
の
強
化
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
が
、
本
書
は
こ

う
し
た
史
寅
を
、
主
と
し
て
奥
亮
撰
『
世
間
暦
疏
紗
』
、
銭
一
本
撲
『
寓
暦
邸
紗
』

の
分
析
に
よ
っ
て
明
示
す
る
。

こ
の
爾
書
は
「
言
路
」
の
開
通
を
主
張
し
、
内
閣
批
剣
の
奏
疏
を
編
集
し
た

東
林
黛
側
の
重
要
な
文
献
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
本
格
的
な
活
用
は
、

小
野
和
子
氏
の
本
警
が
初
め
て
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
『
寓
暦
邸
紗
』
の
正
し

い
撰
者
名
す
ら
も
、
『
明
人
停
記
資
料
索
引
』
に
お
け
る
記
載
の
誤
り
を
小
野

氏
が
設
見
す
る
ま
で
、
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

東
林
黛
は
、
紳
宗
(
高
暦
一
帝
)
の
立
太
子
問
題
、
都
御
史
に
制
到
す
る
監
察
御

史
の
濁
立
性
、
内
閣
批
剣
、
図
是
と
衆
論
の
関
係
な
ど
、
現
寅
の
争
黙
を
通
じ

て
「
言
論
を
君
主
の
枠
か
ら
解
放
」
し
た
と
小
野
氏
は
評
債
す
る
。
『
首
向
磨
疏

紗
』
は
、
そ
の
「
言
論
を
鼓
吹
し
朋
黛
を
抜
大
」
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
東
林

築
の
文
人
た
ち
は
衆
論
に
よ
っ
て
園
是
を
確
立
し
よ
う
と
し
、
朋
簸
に
つ
い
て

も
「
言
論
を
力
に
獲
え
天
下
の
理
を
遁
究
」
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
擁
護

し
た
。

/、、

、J

本
室
田
は
東
林
書
院
の
特
徴
を
、
君
臣
・
父
子
・
夫
婦
・
兄
弟
の
関
係
を
朋
友

関
係
と
し
て
と
ら
え
、
庶
民
に
も
分
か
り
ゃ
す
い
講
皐
を
士
大
夫
の
職
分
と
し

て
質
践
し
た
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
近
鄭
書
院
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

保
ち
、
「
必
ず
し
も
、
事
仮
に
と
ら
わ
れ
ず
」
嘗
時
の
有
力
な
書
院
で
あ
っ
た

江
右
書
院
、
徽
州
笠
宮
院
(
紫
州
書
院
)
、
闘
中
書
院
な
ど
と
も
交
流
し
た
こ
と
を

指
摘
す
る
。
東
林
繁
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
知
ら
れ
た
願
憲
成
(
一
五
五

O
l
一

六
二
一
〉
、
越
南
星
(
一
五
五

O
l
一
六
二
七
〉
、
高
挙
龍
へ
一
五
六
二
|
一
六

一
一
六
〉
ら
ば
か
り
で
な
く
、
文
人
と
し
て
名
高
い
秋
定
向
(
一
五
二
四

l
九
六
)
、

湯
穎
租
(
一
五
五

O
l
一
六
一
七
〉
、
周
孔
数
(
寓
暦
一
八
進
士
〉
と
い
っ
た

人
た
ち
が
、
こ
の
時
代
に
言
論
の
自
由
を
め
ぐ
っ
て
明
朝
政
府
を
激
し
く
批
剣

し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
閥
漢
の
王
紹
徽
(
高
暦
二
六
進
土
)
が

作
っ
た
東
林
繁
人
士
の
.
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
『
東
林
黙
鵜
録
』
に
お
い
て
、
第

一

に
奉
げ
ら
れ
た
南
京
雄
部
主
事
李
三
才
(
一
五
五
二
|

二
ハ
二
三
)
の
如
く
、

破
税
問
題
で
宣
官
の
手
先
を
失
脚
さ
せ
三
六

O
五
年
)
、
江
南
商
人
の
喝
采

を
浴
び
た
政
治
力
堕
か
な
東
林
波
土
人
ゃ
、
東
林
波
に
理
解
を
示
し
た
王
安
の

よ
う
な
官
官
も
い
た
こ
と
が
興
味
深
く
書
か
れ
て
い
る
。

天
啓
年
閲
に
閤
黛
貌
忠
寅
(
一
五
六
八
|
一
六
二
七
)
は
、
楊
漣
の
「
二
十

四
大
罪
疏
」
に
反
撃
を
加
え
て
東
林
鶏
を
壊
滅
に
追
い
込
む
が
、
そ
の
布
石
と

し
て
宮
中
の
三
案
(
挺
撃
、
紅
丸
、
移
宮
)
、
遼
東
庚
家
失
陥
(
一
六
二
二
)

と
熊
廷
弼
の
庭
刑
(
一
六
二
五
〉
、
北
京
に
お
け
る
首
善
書
院
の
設
立
と
い
っ

た
事
件
が
あ
っ
た
。
東
林
黛
関
係
者
は
、
閥
黛
の
陰
謀
や
政
府
の
失
態
を
追
求

し
た
の
で
あ
る
が
、
賞
際
に
は
詰
め
が
甘
く
、
か
え
っ
て
後
に
閥
燃
に
書
院潮岬

-235-



668 

座
の
ロ
貧
を
間
関
え
て
し
ま
っ
た
と
本
書
は
述
べ
る
。

「
古
を
今
へ
」
と
い
う
易
の
「
復
」
に
願
い
を
こ
め
て
、
小
人

(
閥
議
〉
と

針
決
す
る
君
子
の
組
織
と
し
て
、
文
人
た
ち
は
貌
忠
賢
失
脚
後
の
一
六
二
九
年

(
崇
禎
二
)
に
復
祉
を
設
立
す
る
。
復
祉
は
態
社
、
弘
謄
社
、
幾
祉
、
讃
書
祉

と
い
?
た
数
々
の
結
祉
を
統
合
し
た
も
の
で
、
そ
の
途
中
で
支
南
英
が
幾
祉
や

感
祉
の
批
剣
を
受
け
て

「社
集
か
ら
も
そ
の
名
を
削
除
」
さ
れ
、
か
え
っ
て

「
復
祉
の
結
束
」

が
回
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
復
祉
は
、
八
股
文
の
-
評
還
と
い

う
受
験
指
導
に
よ
っ
て
全
閣
の
科
血
雲
仙
願
の
翠
生
に
歓
迎
さ
れ
、
答
案
集
『
図

表
』
は
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
と
い
う
。
同
時
に
、
こ
の
小
東
林
と
い
わ
れ

る
復
祉
は
、
人
材
育
成
の
任
に
嘗
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
在
野
精
一
仰
と
陵
制
内

指
向
を
併
せ
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
、
小
野
氏
は
説
明
し
て
い
る
。
在
野
の
復

祉
リ
ー
ダ
ー
張
湾
(
崇
禎
四
年
進
士
〉
は
、
世
論
を
結
集
し
て
政
界
に
一
定
の

影
響
を
輿
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
同
時
に
、
官
僚
を
多
数
輩
出
さ
せ
、
朋

燃
を
増
や
し
て
ゆ
け
ば
、
政
治
改
革
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
文
人
結
社

側
の
幻
想
に
過
ぎ
な
か
司

た
と
い
う
駄
を
も
本
書
は
見
逃
さ
な
い
。

明
末
の
結
粧
が
政
治
の
餐
革
に
直
結
し
な
か
4

た
貼
に
つ
い
て
は
、
責
宗
畿

を
始
め
と
す
る
皇
帝
支
配
へ
の
批
剣
に
も
関
わ
ら
ず
、
皇
帝
に
到
す
る
制
度
的

な
制
限
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
封
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
と
く
に
イ

ギ
リ
ス
で
の
政
治
は
「
統
治
者
と
被
統
治
者
」
の
契
約
的
な
関
係
に
移
行
し
、

統
治
者
は
「
民
衆
に
封
し
よ
り
庚
い
政
治
参
加
の
道
を
開
い
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
」
と
す
る
興
味
あ
る
指
摘
が
、
最
近
マ
ク
デ
モ
ッ
ト
氏

G
O田名
r

p
宮
ロ
ロ
R
g
a
c
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
(
『
史
満
』
一
八
、
「
明
末
に
お
け

る
友
情
翻
と
帯
構
批
剣
」
)
。

南
京
亡
命
政
権
に
お
い
て
も
、
関
斡
無
制
到
黛
祉
の
死
翻
は
績
く
。
遡
っ
て
ま
だ

明
代
に
復
祉
が
全
盛
で
あ
っ
た
時
期
で
す
ら
も
、
陰
謀
に
よ
っ
て
案
崇
煉
(
一

五
八
四
|
一
六
一
一
一

O
)
を
死
罪
に
陥
れ
、
且
つ
二
人
の
大
皐
士
を
流
刑
に
し
た

事
件
を
き
っ
か
け
に
、
閥
黛
は
力
を
盛
り
返
し
た
と
本
書
は
述
べ
て
い
る
。
崇

頑
時
代
に
い
っ
た
ん
失
脚
し
た
院
大
鍛
は
、
明
朝
滅
亡
後
に
南
明
の
一
隅
王
政
権

下
で
復
活
し
、
丘
(
部
向
書
へ
と
昇
進
す
る
。
清
へ
の
反
攻
を
結
局
何
も
準
備
し

な
い
四
軍
閥
を
背
景
に
、
馬
土
芙
(
蔦
暦
四
七
進
士
)
と
院
大
鍛
の
支
配
す
る

江
南
で
は
、
天
啓
の
三
案
に
も
比
せ
ら
れ
る
南
渡
三
疑
案
(
大
悲
、
龍
妃
、
僑

皇
太
子
て
さ
ら
に
左
良
玉
の
ク
ー
デ
タ
が
起
こ
っ
た
。
生
き
延
び
た
復
祉
の

人
々
は
、
そ
れ
ら
の
事
件
と
の
関
連
を
口
質
に
、
悶
穏
に
よ
っ
て
次
々
に
溜
座

さ
れ
た
。
小
野
和
子
氏
は
、
文
人
結
社
に
封
し
て
よ
り
も
む
し
ろ
、
「
閥
幹
燃
の

挑
裂
し
た
際
限
の
な
い
黛
争
」
に
射
し
て
権
力
議
争
の
責
任
を
問
い
、
「
明
は

終
争
に
よ
っ
て
亡
ん
だ
と
い
う
よ
り
も
、
閥
枠
般
の
手
に
よ
っ
て
亡
ん
だ
、
と
い

う
べ
き
で
あ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。
江
南
が
清
軍
に
支
配
さ
れ
た
後
も
、
復
祉

の
人
々
は
掘
削
東
を
中
心
に
各
地
で
抵
抗
軍
を
組
織
し
た
。
本
書
に
よ
れ
ば
「
朋

友
の
結
束
が
夷
秋
の
君
主
に
抵
抗
す
る
原
理
に
な
っ
た
」
の
で
あ
る
。
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本
書
に
は
、
東
林
爆
や
復
祉
の
活
動
、
黛
祉
の
理
念
、
明
末
政
局
と
の
関
連

な
ど
、
長
年
の
著
者
の
蓄
積
が
傾
け
ら
れ
て
い
る
。
小
野
氏
の
悠
揚
迫
ら
ぬ
文

献
批
判
が
個
別
テ
l
マ
の
論
鐙
部
分
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
い
る
た
め
、
議
者

は
安
心
し
て
讃
み
進
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
上
、
著
者
が
紹
介
す
る
文
人
た

ち
の
主
張
の
、
何
と
近
代
的
で
い
き
い
き
と
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
例
え
ば

東
林
爆
の
丁
元
薦
(
寓
暦
一
四
年
進
士
)
は
、
迭
境
の
軍
閥
と
中
央
政
治
の
関

係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。
「
周
遊
民
族
と
の
和
議
は
、
本
来
そ

れ
に
よ
っ
て
時
聞
を
稼
ぎ
、
そ
の
聞
に
菌
防
力
を
充
質
さ
せ
る
震
の
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
る
に
内
閣
と
そ
れ
に
結
び
つ
い
た
透
臣
た
ち
は
、
個
人
の
利
盆
を
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園
防
問
題
に
従
属
さ
せ
、
朝
貢
貿
易
を
利
用
し
、
或
い
は
軍
糧
を
搾
取
し
て
莫

大
な
富
を
稼
い
で
い
る
。
民
衆
の
膏
血
を
し
ぼ
り
と
っ
て
中
原
か
ら
迭
ら
れ
て

く
る
軍
糧
は
何
ら
園
防
力
の
充
寅
に
資
し
て
は
い
な
い
の
だ
。

し
か
も
そ
の
よ

う
な
煽
外
的
な
政
策
の
結
果
、
遺
境
の
兵
士
た
ち
は
も
は
や
堂
々
た
る
中
園
を

防
衛
す
る
と
い
う
気
概
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
」
(
本
書
一
一
一
一
一
J
一
一
四

頁)。料
開
眼
的
に
本
書
に
お
い
て
は
、
黛
祉
に
数
々
の
毘
を
仕
掛
け
た
と
批
判
さ
れ

る
官
官
が
、
何
を
考
え
、
何
を
も
く
ろ
ん
で
い
た
か
、
そ
の
肉
撃
を
き
く
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
。
明
末
清
初
の
事
件
は
し
ば
し
ば
奇
怪
で
、
ミ
ス
テ
リ

ー
の
ま
ま
に
終
わ
る
が
、
東
林
黛
や
復
位
と
常
に
劉
立
し
た
閣
議
に
も
、
彼
ら

宣
官
を
重
用
し
た
高
官
に
も
、
あ
る
い
は
黛
争
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
文
人
た
ち

に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
何
か
言
い
分
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
ら
を
彼
ら
自
身

に
も
っ
と
語
ら
せ
て
頂
き
た
い
と
い
う
の
が
、
評
者
の
希
望
で
あ
る
。

一
例
と
し
て
、
明
富
官
劉
若
愚
撲
と
記
さ
れ
た
『
酌
中
士
山
』
は
、
闘
爆
波
が

遼
東
失
陥
を
招
い
た
と
い
う
崇
禎
初
年
の
黛
社
側
か
ら
の
「
悶
官
誤
園
」
コ
ー

ル
に
射
し
て
、
遡
っ
て
蔦
暦
年
関
一
五
九

0
年
代
に
お
け
る
遼
東
巡
撫
寧
遠
伯

李
成
梁
の
葉
地
こ
そ
が
、
透
防
衰
退
の
原
因
で
あ
る
と
担
調
し
て
い
る
。
劉
若

愚
の
こ
の
設
言
が
、
関
官
批
剣
を
菟
れ
る
潟
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
親
族
を
李
成

梁
に
殺
さ
れ
た
怨
恨
の
震
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
遼
河
以
東
に
お
け
る
棄
地
遷
民

を
明
軍
敗
退
の
遠
因
と
す
る
親
黙
は
、
明
朝
文
人
の
関
に
も
ご
く
普
通
に
あ
っ

た
も
の
で
あ
る
。
小
野
氏
が
本
書
の
巻
末
に
掲
げ
る
「
東
林
築
関
係
者
一
覧
」

に
は
『
酌
中
士
山
徐
』
が
参
照
さ
れ
て
い
る
が
、
『
酌
中
士
山
』
の
資
料
的
債
値
も

ま
た
、
顧
炎
武
撲
コ
苧
林
文
集
』
の
中
で
許
債
さ
れ
て
い
る
。

他
の
一
例
と
し
て
は
、
今
や
存
亡
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
明
朝
で
、
骨
鼎
争
を

し
て
い
る
場
合
で
は
な
い
と
い
う
文
官
の
意
見
が
翠
げ
ら
れ
る
。
遼
東
経
略
熊

廷
弼
に
遼
陽
死
守
を
設
い
て
い
た
河
南
道
監
察
御
史
徐
光
啓
(
一
五
六
二

l
一

六
一
三
二
〉
は
、
天
啓
初
年
の
黛
争
に
つ
い
て
、
「
土
人
の
精
神
才
力
を
消
耗
さ

せ
る
だ
け
で
、
圏
家
民
生
に
は
何
の
役
に
も
立
ち
ま
せ
ん
」
(
周
之
訓
へ
の
返

書
)
と
述
べ
て
い
る
。
徐
光
啓
の
友
人
李
之
藻
〈
蔦
暦
二
六
進
士
)
は
、
陸
風
東

布
政
使
参
政
監
督
軍
需
光
線
寺
少
卿
を
務
め
た
頃
、
拳
者
の
四
つ
の
病
の
一
つ

に
、
熊
波
に
捉
わ
れ
る
こ
と
を
翠
げ
て
い
る
(
『
西
皐
凡
』
序
)
。
こ
の
よ
う

に
、
黛
枇
批
剣
と
も
受
け
取
れ
る
言
葉
は
明
末
の
作
品
に
こ
こ
か
し
こ
に
見
受

け
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
書
に
よ
れ
ば
、
黛
祉
の
活
動
に
は
一
商
人
の
役
割
が
影
の
よ
う
に
つ

い
て
ま
わ
る
よ
う
に
み
え
る
。
和
議
と
封
貢
、
東
林
黛
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
出
身

で
あ
る
商
家
、
憧
僕
を
使
役
し
た
地
主
経
営
、
復
祉
の
設
立
さ
れ
た
太
湖
周
迭

の
綿
作
な
ど
、
本
書
で
ふ
れ
ら
れ
た
業
祉
の
一
商
業
的
基
盤
に
つ
い
て
、
さ
ら
に

掘
り
起
こ
さ
れ
れ
ば
、
結
社
の
文
人
像
は
よ
り
多
面
的
で
迫
力
を
も
つ
も
の
と

思
わ
れ
る
。
東
林
涯
の
土
人
た
ち
は
、
「
城
居
地
主
」
と
し
て
安
債
な
回
土
を

手
に
い
れ
、
「
都
市
的
営
業
」
に
よ
っ
て
利
盆
を
あ
げ
た
富
俗
屠
に
属
し
た
人

も
多
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
岸
本
美
緒
著
『
清
代
中
園
の
物
債
と
経
済
媛
動
』
に

よ
れ
ば
、
荒
年
に
は
米
僚
や
綿
花
は
高
臆
す
る
が
、
綿
布
は
安
く
な
り
、
陳
飽

正
は
そ
の
わ
け
を
一
六
三

O
年
(
崇
禎
三
)
、
「
一
商
人
は
農
民
の
急
に
乗
じ
て
、

門
を
閉
ざ
し
て
布
を
買
い
入
れ
な
い
の
で
、
布
は
あ
っ
て
も
寅
る
蕗
が
な
い
の

で
あ
る
」
(
庚
午
急
救
春
荒
事
宜
〉
と
記
し
た
と
い
う
。

小
野
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
黛
祉
の
文
人
の
作
品
は
清
代
の
乾
隆

期
に
至
っ
て
例
外
な
く
禁
書
に
な
っ
た
。
閣
議
に
関
す
る
作
品
も
筏
争
に
闘
す

会

ん

さ

る
記
事
も
網
羅
的
に
禁
綾
さ
れ
た
。
黛
争
を
朝
廷
滅
亡
の
原
因
の
一
つ
と
み
て

い
た
清
朝
は
、
「
係
属
関
黛
」
「
黛
綱
始
末
」
な
ど
の
理
由
を
つ
け
て
、
関
係
者

の
作
品
を
、
史
書
、
公
文
書
、
技
術
書
、
詩
文
集
の
医
別
な
く
、
禁
般
の
刑
判
象
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に
し
た
。
閥
名
の
作
品
で
あ
っ
て
も
容
赦
し
な
か
っ
た
。
失
わ
れ
た
資
料
も
多

く
調
査
が
困
難
な
時
期
を
、
あ
え
て
研
究
の
封
象
に
さ
れ
た
著
者
の
ね
ば
り
強

い
考
察
に
敬
意
を
表
す
る
。

A
五
剣

一
九
九
六
年

ハ
三
五
+
四
三
頁

京

都

同

朋

合

一
七
四
七
六
回
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